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障害のある子どもの⽛個別の指導計画⽜に関する
保育者を対象としたフォーカス・グループ・インタビュー

吉川 和幸1・川田 学2・及川 智博3

Focus group interview with nursery school teachers about
“individualized teaching plan” for children with special needs

Kazuyuki YOSHIKAWA, Manabu KAWATA, Tomohiro OIKAWA

要 旨

本研究の目的は、障害のある子どもの個別の指導計画の作成と、計画に伴う保育実践に関する保育者
の意識について、フォーカス・グループ・インタビューを通して探索的に検討することである。保育者
の語りからは、主に以下の⚒点が示された。①保育者は、障害のある子どもの保育について、子ども個々
の育ちを尊重すると同時に、子どもを集団に位置付けつつ、必要な目標や支援を計画している。一方で、
個と集団を同時に対象とする保育者の両義的な役割は、ときに保育者に対して、統合保育を困難にし得
る葛藤を引き起こしている。②保育者は、個別の指導計画について、子ども理解を促進し、情報の共有
を図るための重要なツールとして捉えている。一方で、限られた時間、人手のもとで、複数の保育者が
参与し、子どもの姿を充分に記述できる体制を作ること、構想した計画を定型発達の幼児を含む集団活
動の中で無理なく実現することを課題として捉えている。

キーワード：障害児保育、障害のある子ども、個別の指導計画、保育者、フォーカス・グループ・イン
タビュー

Ⅰ．問題及び目的

本研究の目的は、障害のある子どもの⽛個別の
指導計画⽜注1）の作成と、計画に伴う保育実践に関
する保育者の意識について、フォーカス・グルー
プ・インタビューを通して探索的に検討すること
である。

インクルーシブ教育システム注2）の構築に向け
て、幼稚園、保育所、認定こども園等の保育施設
では、障害のある子ども一人ひとりに応じた保育
の充実が求められている（文部科学省，2012）。現
在の我が国では、障害のある子どもと定型発達の
子どもが同じ場、活動、時間を共有する保育形態、
すなわち統合保育注3）が一般的な保育形態となっ
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ている。しかし、実践に携わる保育者は、障害の
ある子どもの保育について大きな課題意識を抱い
ている。ベネッセ教育総合研究所（2014）が、保
育施設（幼稚園、保育所、認定こども園）を対象
に実施した調査注4）では、各保育施設が必要であ
ると考える 21 項目の研修内容について、⽛特別な
支援を必要とする子どもの保育⽜の選択率が、国
公立幼稚園で⚑位（78.5％）、私立幼稚園で⚒位

（59.2％）、公営保育所で⚒位（70.9％）、私営保育
所で⚕位（58.7％）、認定こども園で⚑位（66.9％）
と、障害のある子どもを含む、特別な支援を要す
る子どもの保育に関する研修ニーズの高さが示さ
れている。

保育者は、定型発達の子どもを多数とする統合
保育の場において、集団全体の活動の充実と、障
害のある子どもなど、特別な支援を要する子ども
に対する支援を並行して行うことが必要となる。
集団の活動の充実、個の活動の充実、それらの両
立が求められる中で、保育者は障害のある子ども
に対する子ども理解をどのように構成し、ねらい
を立て、日々の保育を実践しているのだろうか。

筆者はこれまで、この問いについて検討するた
めの資料として、保育者が作成する⽛個別の指導
計画⽜に着目してきた。個別の指導計画は、全体
的な計画だけでは捉えきれない、障害のある子ど
も一人ひとりに応じた指導目標、指導方法を具体
化し、個に応じた、きめ細やかな指導を行うため
に作成される（文部科学省，2018）。そのため、保
育者によって作成される個別の指導計画には、保
育者の子ども理解の特徴が反映されるのではない
か。以上の仮定のもと、筆者は、保育者が実際に
作成した個別の指導計画を分析資料として、その
様式や記載内容の調査をこれまでに行ってきた

（吉川，2014；吉川，2012）。
これまでの調査では、主に以下の⚒点が示され

ている。①個別の指導計画の様式には、標準的な
ものはなく、多様な様式が存在するが、短期目標
や評価の項目が含まれていない様式も多く、計画
の充分な見直しの機会が設定されずに、子ども理
解が固定化したまま実践が進行している可能性が

ある（吉川，2012）。②個別の指導計画に記載され
る目標については、子どもの興味、関心や、表現
の楽しさに着目した内容よりも、園生活や集団活
動への適応に関する内容が多く、保育者は、主に
集団に準拠して、障害のある子どもの理解を構成
している可能性がある（吉川，2014；川田，2015）。

吉川（2014）では、個別の指導計画に記述され
る目標の記載内容に焦点を当てて分析を行ってい
るが、実際には、個別の指導計画において、目標
は独立して設定されるのではなく、保育者は、子
どもに関する情報の取捨選択を行い、計画として
言語化している。すなわち、障害のある子ども
個々の実態把握から浮かび上がる多様なニーズ
に、保育者自身の価値付けが加味され、計画が作
成される。したがって、個別の指導計画の作成の
背景にある、保育者の子ども理解の特徴について
検討するためには、これまでに筆者らが行ってき
た資料分析に加えて、個別の指導計画の作成と実
践に関連する保育者の課題意識について、保育者
の語りから検討する必要があると考える。

以上の問題意識を踏まえて、本研究では、個別
の指導計画の作成経験のある保育者を対象に、
フォーカス・グループ・インタビューを行い、障
害のある子どもの個別の指導計画の作成と、計画
に伴う保育実践に関する意識について、インタ
ビューにおける語りの内容から探索的に検討する
ことを目的とした。

Ⅱ．方 法

⚑．調査方法
本研究では、調査方法として、保育者を対象と

したフォーカス・グループ・インタビュー（FGI）
を用いた。FGI は、特定の主題に関連して、具体
的経験をしている複数の調査対象者に対して実施
される面接技法であり、比較的短時間で、多くの
具体的な情報を得られるという利点を有している

（Vaughn, Schumm, & Sinagub, 1999）。後述する
本研究のインタビューの主題は、調査対象者自身
にとって、日常的に言語化する機会は多くないと
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思われる内容であった。そのため、保育者として
の経験及び勤務先が多様な調査対象者との相互作
用的な議論を通じて、意見の形成を促すことを意
図し、調査方法として FGI を採用した。

⚒．調査対象者
研究の目的に即して、①個別の指導計画の作成、

及び計画に伴う保育実践の経験があること、②保
育者として複数年の勤務経験があり、自身の勤務
先での個別の指導計画に関連した保育実践につい
て課題意識をもっていること、以上⚒つの条件を
満たし、かつ FGI 参加への了承を得た⚕名の保育
者を調査対象者とした。

⚕名の調査対象者は、全て女性で、それぞれ異
なる保育施設に正職員として勤務している保育者
であった。保育者としての勤務年数は 16 年±
6.2 年（平均±標準偏差）、個別の指導計画の作成
に携わった経験年数は 9.2 年± 6.2 年であった。
⚕名の調査対象者のプロフィールを表⚑に示し
た。

⚓．FGI の方法及びインタビュー主題
2017 年⚖月に、上記の⚕名の調査対象者に対し

て、北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発
達臨床研究センターにおいて、以下に示した①～
④を主題とした FGI を実施した。筆頭筆者が主
司会者、第二筆者が副司会者、第三筆者がタイム
キーパー及び記録を担当した。当日の FGI の実
施時間はおよそ 80 分間であった。

①障害のある子どもと関わる上で大切にしている
子どもの育ち、重視していること

②障害のある子どもの育ちを支える上での個別の
指導計画の役割

③個別の指導計画を作成したり、実践を行ったり
する上で難しいと思われること、園の課題

④個別の指導計画が初めて園に導入され、作成を
始めた当時の認識

⚔．データの分析方法
FGI における保育者の語りは全て IC レコー

ダーに録音し、FGI の終了後、速やかに逐語録を
作成した。逐語録については、Steps for Coding
and Theorization（SCAT）（大谷，2011；大谷，
2008）を用いて分析を行った。SCAT は、逐語録
などの言語データをセグメント化し、それぞれの
セグメントについて、①テクスト中の注目すべき
語句、②テクスト中の語句の言いかえ、③②を説
明するようなテクスト外の概念、④テーマ・構成
概念を記述する、以上の⚔ステップによるコー
ディングを行った後、テーマ・構成概念を紡いで、
ストーリーライン注5）を記述する質的データ分析
手法である（大谷，2011；大谷，2008）。本研究で
は、およそ 80 分間のグループインタビューで、⚔
つの主題について協議を行ったため、小規模な
データ分析に適している SCAT を、データの分
析方法として採用した。本研究で行った SCAT
による分析ワークシートの例を表⚒に示した。
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表 1 調査対象者のプロフィール
調査

対象者 所属 園での役職 保育者経験
年数

個別の指導計画
作成の経験年数

Ａ保育者 私立幼稚園 指導教諭 19 年 10 年
Ｂ保育者 私立幼稚園 教諭 8 年 8 年

Ｃ保育者 私立認定こども園
（幼稚園型） 学年主任 19 年 19 年

Ｄ保育者 私立認定こども園
（幼保連携型）

幼児部主任及び特別支援
教育コーディネーター 11 年 7 年

E 保育者 私立幼稚園 教務主任 23 年 2 年
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表
2

S
C
A
T
に
よ
る
分
析
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
例

番 号
発
話
者

テ
ク
ス
ト

〈
1
〉
テ
ク
ス
ト
中
の
注
目
す
べ
き
語
句
〈
2
〉
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
言
い
か
え
〈
3
〉
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

〈
4
〉
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

（
前
後
や
全
体
の
文
脈

を
考
慮
し
て
）

〈
5
〉
疑
問
・
課
題

1
A

発
達
の
…
あ
る
子
た
ち
へ
の
か
か
わ
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
そ
の
子
ら
し

さ
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
。

そ
の
子
ら
し
さ
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
個
性
を
生
か
す

独
自
の
存
在
と
し
て
の
そ
の
子
幼
児
一
人
ひ
と
り
へ
の
理

解
に
基
づ
い
た
保
育

2
A

た
だ
、
そ
の
子
ら
し
さ
が
、
集
団
の
中
で
、
苦
し
い
面
だ
っ
た
り
、
困
難
な
面
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
り
、
ま
た
は
、
緩
和
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
周
り
の
子
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
な
が
ら
一
緒
に
支
え
て
い

け
る
か
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

集
団
の
中
で
苦
し
い
面
だ
っ
た
り
、
困

難
な
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
解
決
し
た
り
、
緩
和
で
き
る

か
/
周
り
の
子
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
な
が
ら
一
緒
に
支
え
て
い
け
る
か

集
団
適
応
困
難
の
改
善

関
係
性
の
支
援

関
係
性
か
ら
生
じ
る
生
き
づ
ら

さ 仲
間
づ
く
り

集
団
適
応
の
支
援
を
重
視

関
係
性
の
支
援
を
重
視

3
B

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
重
視
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
け
ど
、
や
っ
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り
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み
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一

人
一
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同
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子
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す
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違
っ
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く
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で
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子
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認
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す
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き
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と
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め
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め
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の
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け
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感

肯
定
的
子
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観

個
に
応
じ
た
育
ち
を
尊
重

4
C

子
ど
も
と
か
か
わ
る
中
で
、
と
い
う
と
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ろ
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の
で
す
が
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ぱ
り
幼
稚
園
と
い
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団
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で
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て
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な
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の
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と
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う
の
を
、
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の
先
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は
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見
て
い
る
と
思
い
ま
す
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の
で
、
ち
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と
そ
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を
重
視
と
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か

…
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、
そ
の
子
一
人
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人
を
大
切
に
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な
が
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の
中
で
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長
の
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う
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園
と
し
て
は
大
切
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す
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よ
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大
切
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団
を
通
し
て
の
生
活

育
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合
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一
人
ひ
と
り
を
生
か
し
た
集
団

形
成

集
団
を
通
し
て
子
ど
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を

育
て
る

5
D

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
と
、
そ
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困
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部
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を
し
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か
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と
具
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え
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す
ね
。

一
人
ひ
と
り
の
育
ち
/
困
り
の
部
分
/
具

体
的
に
と
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え
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の
育
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と
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の
具
体
化

多
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的
な
実
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把
握

包
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的
な
子
ど
も
理
解

6
D

そ
し
て
、
そ
れ
を
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た
ち
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は
す
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く
職
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で
、
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て
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す
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で
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と
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で
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い
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い
う
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と
を
大
切
に
し
て
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ま
す
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職
員
で
共
有

共
通
理
解

保
育
者
間
の
連
携

保
育
者
全
員
で
の
支
援

7
D

あ
と
は
、
C
の
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
園
生
活
の
中
で
他
の
子
ど

も
た
ち
と
の
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
子
が
生
活
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
、
周
り
の
子
た
ち
の
育
ち
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も
含
め
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見
て
い
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た
い
で
す
。

他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
生
活
の
中
で
、

ど
の
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⚕．調査に伴う倫理的配慮
筆頭筆者から、調査対象者へのインタビュー協

力依頼の際に、本研究の内容及び個人情報保護に
ついて書面による説明を行った。併せて、協議内
容の録音と分析結果の公表に関して書面及び口頭
による依頼を行い、全ての調査対象者から了承を
得た。

Ⅲ．結 果

SCAT による分析で示された、⚕名の保育者の
ストーリーラインについて、以下、それぞれの主
題ごとに示す。なお、ストーリーラインのうち、
下線を引いた部分はテーマ・構成概念を示してい
る。

⚑．主題①⽛障害のある子どもと関わる中で大切
にしている子どもの育ち、重視していること⽜
に関するストーリーライン

〈保育者A〉
障害のある子どもとの関わりにおいては、幼
児一人ひとりへの理解に基づいた保育を行う
ことが大切である。保育では集団適応、関係
性の支援を重視するが、個への対応と集団へ
の対応に葛藤が生じることがあり、集団生活
における個への対応に折り合いをつけながら
保育に取り組んでいる。
〈保育者B〉
障害のある子どもとの関わりにおいては、個
に応じた育ちを尊重することを大切にしてい
る。しかし、集団生活において、集団のルー
ルに即して、障害のある子どもに対応するこ
とに困難性が生じることがある。
〈保育者C〉
障害のある子どもとの関わりにおいては、集
団を通して子どもを育てることを重視してい
る。しかし、障害のある子どもを含む集団保
育の難しさもあり、他職種の専門性を求める
ことや、人手や時間の不足などから、限られ

た人的環境で、障害のある子ども自身への負
担を課してしまっていることもある。
〈保育者D〉
障害のある子どもとの関わりにおいては、⽛個
を捉える⽜⽛仲間を捉える⽜⽛集団を捉える⽜
という、包括的な子ども理解を大切にしてい
る。支援においては、保育者全員での支援が
大切である。また、保育者だけではなく、障
害のある子どもに対する周りの子どもたちか
らの支援を内包した仲間関係を築くことも重
視しているが、個への対応と集団への対応を
両立することに困難が生じ、現実の保育への
不全感を感じる時がある。
〈保育者E〉
障害のある子どもとの関わりにおいては、⽛個
を捉える⽜⽛仲間を捉える⽜⽛集団を捉える⽜
という包括的な捉えのもとで、障害のある子
どもの個に応じた育ちを尊重している。ま
た、子どもの将来を踏まえた支援を行うこと
を大切にしている。支援の過程では、子ども
理解を固定化せず、日々変わる子どもの姿へ
対応しているが、子どものストレングスと弱
さの両面から、子どもを理解する際の葛藤が
生じることがある。

それぞれの保育者のストーリーラインからは、
保育者は、障害のある子ども一人ひとりの育ちを
尊重すると同時に、集団での生活を通して、障害
のある子どもを育てることを重視していることが
うかがえる。すなわち、⽛その子らしさ⽜⽛ストレ
ングス⽜など、障害のある子ども一人ひとりの姿
を肯定的に捉える姿勢を基底としつつも、集団へ
の適応、仲間との関係性の支援を、併せて重視し
ていることがうかがえる。

だが、子どもに関われる人手が少ないこと、子
どもに個別に関われる時間が不足していることな
どの理由により、定型発達の子どもを含む集団の
中で、障害のある子ども個々への対応と、集団へ
の対応の両立に困難が生じることがある。その結
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果、子ども個々への対応と、集団への対応の両立
が困難になることによって、保育者の中で葛藤や
現実への不全感が生じ、集団に合わせるために、
障害のある子どもに過度の負担を課してしまった
り、他職種の専門性を要したりすることが、保育
者が抱く課題として挙げられた。また、障害のあ
る子どものストレングスを捉える一方で、定型発
達の子どもとの比較により、障害のある子どもの
弱さが可視化され、保育者の中での子ども理解に
葛藤が生じることなど、定型発達の子どもたちを
含む集団だからこそ生じる保育の困難さも併せて
課題として挙げられた。

⚒．主題②⽛障害のある子どもの育ちを支える上
での個別の指導計画の役割⽜に関するストー
リーライン

〈保育者A〉
個別の指導計画の役割とは、⽛個別的観点⽜と

⽛集団的観点⽜から、子どもの実態把握を行い、
幼稚園で協働して支援に取り組むためのもの
としての機能である。それは、将来への見通
しのもと、個の尊重から始まり、集団への適
応へと繋げていくためのものでもあるが、補
助、フリーとしての冷静な視点とは異なり、
担任として学級をまとめる責任感があると、
集団に準拠した保育観が強くなり、障害のあ
る子ども自身の⽛願い⽜が不在となってしま
うこともあると感じている。最近では、特別
な支援を要する子どもの増加と作業量の増大
に伴い、限られた時間での個別の指導計画の
活用方法の模索を行っている。
〈保育者B〉
個別の指導計画の役割とは、⽛子どもの情報
を手順に基づいて整理し、言語化する⽜ため
の大切なものであると考える。計画作成の過
程では、障害のある子どもの、集団生活での
問題点、困難を見出すことが多い。また、複
数の保育者からの情報収集をしたり、計画に
関連するケース検討時間の確保の模索を行っ

たりしている。
〈保育者C〉
個別の指導計画の役割とは、⽛子ども理解を
促進し、共有し、新しい発想を得る⽜ための
大切なものとして考えている。計画を立てる
際には、障害のある子どもの、集団への所属
感を保障することを、ねらいとして重視して
いる。
〈保育者D〉
個別の指導計画の役割とは、障害のある子ど
もが楽しく過ごすために、困難を克服するた
めの、子ども理解の可視化と共有を行うこと
である。そのためには、園で使いやすい様式
が必要である。
〈保育者E〉
個別の指導計画の役割とは、⽛子どもの情報
を手順に基づいて整理し、言語化し、支援の
手立てを共有する⽜ための大切なものとして
捉えている。自治体の様式を採用し、職員間
での定期的な回覧や、会議で活用する一方で、
保育者が使いやすい様式として、園独自の様
式の開発と活用を行っている。計画の作成で
は、障害のある子どもの将来に向けて必要な
こととは何か考えながら作成をしているが、
実際の子どもとの関わりでは、自分の役割に
よって判断や対応が異なり、担任の立場では、
集団において、個に寄り添うことの困難感を
感じることがあったが、担任の立場から離れ
ると、冷静に子どもを捉える余裕が生まれて
きた。

それぞれの保育者のストーリーラインからは、
保育者は、個別の指導計画の役割について、定め
られた手順に基づいて作成することにより、障害
のある子どもに関する理解を促進すること、また、
保育者間での情報共有、共通理解を図るために重
要なツールとして捉えていることがうかがえる。

個別の指導計画の具体的な様式については、自
治体の教育委員会が提示している様式を使用する
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ことや、園独自の様式の開発を行い、自園で使い
やすい様式の模索を行っている。また、限られた
時間の中で、複数の保育者からの情報収集を行っ
たり、計画に関連する事例検討の時間を確保した
りしていることが挙げられた。

個別の指導計画を作成する過程で大切にしてい
ることとしては、個と集団の両方の視点から、子
どもの実態把握を行うこと、集団生活で子どもが
示す問題点や困難を見出し、それらを克服するた
めの方法を考えること、集団への所属感を保障す
るためのねらいを立てることなどが挙げられた。
その一方で、保育者自身がクラス担任の場合、学
級をまとめるという責任感により、集団に準拠し
た保育観が強くなり、障害のある子どもの興味、
関心や思いに沿うことが難しくなることがある、
という指摘もあった。

⚓．主題③⽛個別の指導計画を作成したり、実践
を行ったりする上で難しいと思われること、
園の課題⽜に関するストーリーライン

〈保育者A〉
個別の指導計画を作成したり、実践を行った
りする上で困難なこと、幼稚園の課題として
考えられることは、第三者にも伝わるように
子どもの姿を表現することの困難さであり、
他職種との連携の道具としての質的向上の必
要がある。計画の作成によって、対話が促進
され、子ども理解が拡がる利点があり、担任
以外の保育者（補助、フリー）の視点を計画
に含めることの模索が重要である。
〈保育者B〉
個別の指導計画を作成したり、実践を行った
りする上で困難なこと、幼稚園の課題として
考えられることは、子どものありのままを描
写する言葉、表現の難しさであり、活き活き
と子どもを描き出す表現の模索を行ってい
る。また、個別の指導計画は、定期的に子ど
もの成長を評価し、支援の見直しができる利
点があり、そこに複数の保育者が参与できる

体制作りが幼稚園の課題である。
〈保育者C〉
個別の指導計画を作成したり、実践を行った
りする上で困難なこと、幼稚園の課題として
考えられることは、子どもを記述する枠の狭
さが挙げられる。また、使いやすい様式がな
く、様式に慣れることの難しさもある。
〈保育者D〉
個別の指導計画を作成したり、実践を行った
りする上で困難なこと、幼稚園の課題として
考えられることは、計画作成における、担任
と担任以外（補助、フリー）の無理のない協
働であると考えている。
〈保育者E〉
個別の指導計画を作成したり、実践を行った
りする上で困難なこと、幼稚園の課題として
考えられることは、個別の指導計画のもつ⽛多
面的に子どもを捉えられる利点⽜を、実際の
保育に活かすことであると考えている。

それぞれの保育者のストーリーラインについ
て、個別の指導計画の作成の面では、まず、保育
者が捉えた子どもの姿を、個別の指導計画の紙面
の限られた枠の中で、第三者にも共通理解できる
よう言語化することが困難であり、限られた枠の
中での記述の質の向上や、現行の様式に慣れるこ
とが課題として挙げられた。また、補助教諭など
担任以外の複数の保育者が計画作成に参与できる
体制を作ることなど、障害のある子どもに関する
対話を促進し、子ども理解を拡げるための園内の
体制作りも課題として挙げられた。

作成した計画に伴う実践の面では、保育者は、
多面的に子どもを捉えられるという個別の指導計
画のもつ子ども理解の利点を、実際の保育に活か
すことに難しさを感じていた。すなわち、個を対
象とした指導の手立てを、定型発達の幼児を含む
集団活動の中に、どのように無理なく埋め込み実
践していくかも課題になっていると考えられる。

障害のある子どもの⽛個別の指導計画⽜に関する保育者を対象としたフォーカス・グループ・インタビュー 29



⚔．主題④⽛個別の指導計画の作成が初めて園に
導入された当時の認識⽜に関するストーリー
ライン

〈保育者A〉
個別の指導計画が幼稚園に導入された当時
は、領域別に子どもを評価する様式を個の支
援に活かすことの困難さがあった。実践の上
では、ポイントを絞って子どもの姿を捉える
記録が役立つと感じており、現在は自治体が
提供している様式資源を活用している。
〈保育者B〉
（主題④に関連する語りなし）
〈保育者C〉
個別の指導計画が幼稚園に導入された当時
は、実効性のある様式がなかった。
〈保育者D〉
個別の指導計画が幼稚園に導入された当時
は、作成の負担に値する実効性が低かった。
そのため、保育者が整理しやすい、取り組み
やすい様式の開発に園で取り組んできた。こ
れまでの計画作成の経験の積み重ねによっ
て、保育者には子ども理解の力量の向上が生
じたと思う。
〈保育者E〉
（主題④に関連する語りなし）

主題④について、保育者 B、保育者 E からの語
りはなかった。その一方で、保育者 A、保育者 C、
保育者 D の⚓名の保育者のストーリーラインか
らは、個別の指導計画が自園に導入された当時、
作成した計画に基づいて実践することに困難を抱
いたこと、そして、計画作成の負担に対する実効
性の低さを感じていたことがうかがえる。

幼児期における個別の指導計画の様式は多様で
あり、標準的な様式は存在しない（吉川，2012）。
各園では、どのような様式を用いれば良いのか模
索する過程で、主題②のストーリーラインで先述
したように、自治体の教育委員会等が提示してい

る様式を採用したり、園独自の様式の開発に取り
組んだりすることで、個別の指導計画の作成と、
実践の質の向上に取り組んで来た。そして、保育
者自身も、個別の指導計画の作成経験を積み重ね
ることにより、子ども理解の力量の向上を実感し
ていることが示された。

Ⅳ．考 察

⚔つの主題に関するストーリーラインから、障
害のある子どもの⽛個別の指導計画⽜の作成と、
計画に伴う保育実践に関する保育者の意識につい
て、主に以下の点が示された。

一点目は、保育者は、障害のある子どもの保育
について、障害のある子ども一人ひとりの育ちを
尊重すると同時に、子どもを集団に位置付け、必
要な目標を構想し、支援を計画しているという点
である。この結果は、吉川（2014）、川田（2015）
で指摘した、保育者は主に集団に準拠して、障害
のある子どもの理解を構成しているという考察を
支持しているものと考えられる。

だが、保育者は、障害のある子ども個々に応じ
た対応と、集団への対応を常に両立できるわけで
はない。保育者が、担任の立場にある場合には、
クラスをまとめる責任感ゆえに、障害のある子ど
もに負担を課してしまうこともある。渡辺（2014）
は、保育者は、集団を対象とする一方で、子ども
一人ひとりの自己実現を保障するという両義的な
役割を担っており、特定の子どもへの援助にとら
われすぎて、集団全体への配慮ができなかったり、
逆に集団としてのまとまりに重きを置きすぎて、
個々の子どもへの対応がおろそかになったりする
ことにより、保育者の中で葛藤が生じると述べて
いる。このような個と集団を同時に対象とするこ
とにより生じる葛藤は、本研究の主題①のストー
リーラインにおいても示されている。集団の中
で、障害のある子ども個々に応じた関わりを多く
要する統合保育においては、このような葛藤は特
に生じやすいのではないかと思われる。

また、集団との対比により、障害のある子ども
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の弱さが可視化されることで、保育者の中で葛藤
が生じることもある。保育者は、遊びを中心とし
た生活の中で、障害のある子どもの現在の育ちに
即した生活の充実を追求しつつも、子どもの将来
を見越して、時に、定型発達の子どもと比較して
遅れている部分を育てることも考えなくてはなら
ない。子どもの今の育ちに即した生活を充実させ
たいという思いと、子どもの将来を見越しての目
標や支援が大きく乖離したとき、それは保育者の
中で葛藤を引き起こすことが予想される。

渡辺（2014）が述べた、個に応じた自己実現の
保障と、集団の形成という両義的な役割、そして
本研究で示された、子ども個々の育ちに即した現
在の生活の充実と、将来を見越しての育ちの支援
という両義的な役割、この二重の両義的な役割を
遂行することが、保育者にとって、統合保育を困
難なものにする大きな要因なのではないかと考え
る。

障害のある子どもも、定型発達の子どもも包摂
された保育の場において、子ども個々の育ちを尊
重するとともに、集団を通して子どもを育ててい
くという保育観を、どのように無理なく実現して
いくか。その構想のための個別の指導計画の在り
方を考えていくことが、今後の研究の第一の課題
である。

二点目は、個別の指導計画は、障害のある子ど
もについての子ども理解を促進し、情報の共有を
図るための重要なツールであると保育者が捉えて
いる点である。それぞれの園に導入された当時、
保育者は、計画を保育実践に移すことに困難を抱
き、作成の負担に対する実効性が低かったことを
指摘している。だが、それぞれの園で、保育者が
使いやすい様式について検討したり、計画に基づ
いたケース検討の時間を確保したりすることで、
個別の指導計画の内容、運用の質の向上に努め、
現在では、個別の指導計画を作成することは、障
害のある子どもの支援にとって役立つものである
という実感をもっている。

限られた時間と人手の中で、子どもの姿を充分
に記述するための様式はいかなるものか。また、

そこに複数の保育者が計画に参与できる体制はい
かに構築できるか。そして、計画した支援を定型
発達の幼児を含む集団活動にどう無理なく埋め込
んでいくか。保育者から挙げられたこれらのこと
について検討することが、個別の指導計画が、障
害のある子どもの支援に役立つツールとして機能
するために解決すべき、第二の課題である。

注
⚑ ⽛個別の指導計画⽜とは⽛幼児児童生徒一人一人の障害

の状態等に応じたきめ細かな指導が行えるよう、学校に

おける教育課程や指導計画、当該幼児児童生徒の個別の

教育支援計画等を踏まえて、より具体的に幼児児童生徒

一人一人の教育的ニーズに対応して、指導目標や指導内

容・方法等を盛り込んだ計画⽜（文部科学省，2009）であ

る。現行の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携

型認定こども園教育・保育要領では、障害のある幼児の

保育上の配慮として、個別の指導計画の作成が求められ

ており、例えば、幼稚園教育要領（文部科学省，2017）

では、⽛個々の幼児の実態を的確に把握し、個別の指導計

画を作成し活用することに努めるものとする⽜と記載さ

れている。

⚒ ⽛インクルーシブ教育システム（inclusive education

system）⽜とは、2006 年に国連で採択された⽛障害者の

権利に関する条約⽜第 24 条⽛教育⽜に記載されている文

言であり、文部科学省（2012）は、インクルーシブ教育

システムについて⽛人間の多様性の尊重等の強化、障害

者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで発

達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とす

るとの目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学

ぶ仕組み⽜と述べている。

⚓ 本稿で用いる⽛統合保育⽜という用語については、茂

木（1997）の⽛機能的統合⽜（障害児が通常の学級で全日

を過ごす形式）と、園山（1994）の⽛狭義の統合保育⽜

（定型発達児の集団、通常学級に少数の障害児が入る形

式）の⚒つの概念を参考にし、⽛障害のある幼児と定型発

達の幼児が、同じ学級、同一カリキュラムのもとで保育

を受ける保育形態⽜と定義し、使用している。

⚔ 本調査では、全体で 29100 園の国公私立の幼稚園、保

育所、認定こども園に調査用紙が発送され、回収率は

17.9％（5221 園）であった。

⚕ ストーリーラインについて、大谷（2008）は、⽛データ

に記述されている出来事に潜在する意味や意義を、分析
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〈4〉に記述したテーマを紡ぎ合わせて書き表したもの⽜

と定義している（〈4〉とは、表⚒に示した分析ワークシー

トの〈4〉テーマ・構成概念を指す）。
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Abstract

This study investigated nursery school teachers’ thought about creating and carrying out the
“individualized teaching plan” for children with special needs in inclusive educational settings. Five
teachers participated in the focus group interview of special needs education. The results showed two
findings. First, teachers made educational aims and individualized teaching plans by respecting and
regarding the special needs child as a member of the classmate in inclusive settings. Second, teachers
spend a long time to create individualized teaching plans because of the importance to keep track of the
special needs children’s development for understanding children and practicing inclusive education. So,
teachers thought that the “individualized teaching plan” is a useful tool to understand and sharing
information with colleges about children with special needs. However, it is difficult for teachers to share
the plans and information about special needs children because they are busy to handle daily tasks in
their nursery schools. These findings suggested that teachers need to 2 changes to use “individualized
teaching plan” effectively: (1) Reorganizing working environments for many teachers to be able to
participate in the process of creating individualized teaching plans for children with special needs. (2)
Developing teachers’ mindsets and practices for children to be able to carry out the plans in their
inclusive educational settings reasonably.

Key words：early childhood care and education for children with special needs, children with special
needs, individualized teaching plan, nursery school teacher, focus group interview
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